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模試、過去問を活用しよう！ 
秋からの受験勉強は、問題演習が中心となってくる。模試や過去問を適切に活用することができれば、弱点

の補強に効果的だ。 

 

①模試は偏差値よりも得点！ 

前回（第５号）の「春告草」でも述べているが、模試の結果で大切なのは得点である。点数の低い科目、分

野は、補強すべき部分なのは言うまでもない。40点を 50点に上げるのは、80点を 90点に上げるよりも容易な

ので、志望校に合格するための「伸びしろ」と前向きに考えてほしい。 

また、「国語の偏差値を 5 あげる」よりも「国語を 10 点あげる」のほうが学習目標として明確だ。標準偏差

の 10分の 1が、偏差値を 1あげるのに必要な得点なので、参考にしてほしい。 

 

②解答戦略を立てて、試そう！ 

これから過去問の演習を本格的に始める時期である。過去問は「解いて終わり」ではなく、本番の解答戦略

を立て、それを試すために活用しよう。志望校の出題形式や傾向の把握はもちろん、制限時間内にどの順序で

解くか、1題にどのくらい時間をかけるか、解けなくてもかまわない難問はどれか…、といったことを判断しな

がら、解き進めよう。 

解答順序や時間配分については、事前にある程度決めておくのがよいだろう。それがうまくはまらなければ、

作戦を練り直し、試行錯誤を重ねていこう。 

過去問の演習では、問題の難易度や解くのにかかる手間などを、見極めることも重要だ。例えば「問 1と問 2

は確実に解くべき問題だ」「問 6 のような設問は時間がかかる」「医学部向けの難問が混じっている」など、志

望校の傾向を押さえ、判断できる力を養っておこう。 

 

③ＤＥ判定でも、可能性は十分にある！ 

模試の判定はあくまでも目安なので、一喜一憂しないこと。特にＡ判定が出ているからといって油断してし

まうと、大変危険。模試ではＡ判定だったのに、本番は不合格だった…というのは、よくある話だ。Ｂ判定も

同様である。 

一方、ＣＤ判定はチャンスである。あと少しで合格圏内にはいる位置というのは、モチベーションを上げる

のに最高だ。自分の弱点を補強すれば、次はもっと点数が伸びて、より合格に近づくはずだ。 

Ｅ判定だって、まだまだいける。補強すべき部分が多く、このままでは厳しい状況なのは、自分が一番わか

っているはず。だが、あきらめずに猛勉強し、ここから逆転合格した例はいくらでもある。受験勉強を始めて

から成果が出るまで３ヶ月～半年ほどかかる。つまり、現役生が伸びてくるのはこれからなのだ。 

 

④過去問だけに偏った学習は、ＮＧ！ 

過去問を「ひたすら解くだけ」の勉強では、難関大の入試には対応できない。過去問を解くことはもちろん

重要だが、復習を侮ってはいけない。問題演習と基礎固めを往復することにより、学力が定着するのだ。過去

問や模試で「できていなかったところ」を書き出して可視化し、そこを徹底的にやりこもう。教科書や問題集

の目次をコピーして、単元や分野ごとに自分の理解度を○△×で付けるのもオススメだ。 

 

⑤解答は丁寧に記入しよう！ 

模試の成績表で、ダブルマークや無回答になっている箇所はないだろうか？ 自分は正しく塗っているつも

りでも、芯の成分によっては機械が認識しなかったり、消したあとの解答用紙の「へこみ」をマークとして認

識してしまったりすることがあるのだ。 

せっかくの努力が水の泡にならないよう、マークシートに適した筆記用具を使おう。丁寧に記入することに

意識を向けてほしい。 



大学入試の基礎知識（第６回）   

受験にまつわる「お金」のはなし ～修学支援新制度～ 
 2020 年度から、国の「高等教育の修学支援新制度」が始まった。支援の対象者となるのは、①世帯収入や

資産の要件を満たしていること、②学ぶ意欲がある学生であること、の 2つの要件を満たす学生全員である。 

この新しい制度は、「授業料・入学金の免除または減額（授業料等減免）」、「給付型奨学金の支給」の２つの

支援によって、学ぶ意欲のある者が進学をあきらめないようにすることを目的としている。 

現在、日本の奨学金制度で最大のものは、「日本学生支援機構（JASSO）」が運営するもので、その利用者は全

国で約 127 万人（2019 年度：大学生のほか、大学院生、短大生、専門学校生なども含む）と、国内の奨学金利

用者のほぼ９割を占める。それ以外にも、多くの大学や団体などで、多種多様な奨学金制度を設けている。 

奨学金の利用を考えるならば、①利用しやすいものか、②利用の目的は何か、③特徴とメリット・デメリッ

ト、などを念頭に置いて、検討しよう。 

 

奨学金制度の仕組み 
奨学金制度は、大きく分けて２つのタイプがある。ひとつは、

学生時代に受け取った奨学金を卒業後に全額（場合によっては利

子も）返済する「貸与型」。もうひとつは、返済する必要がない

（つまり、全額もらえる）「給付型」だ。 

「貸与型」には利子がつくものと、つかないものがある。金融機

関等のローンに比べ、利率はかなり低く抑えられているが、将来

的にかなりの返済額を背負うことになる。当然、利子のないタイ

プのほうが、負担が軽い。 

「給付型」は返済する心配はないものの、大学 1年生から利用す

るためには、高校での学業成績や、入学試験の成績（入試の得点や順位など）、さらに入学後の成績が優秀であ

ること、家庭の経済状況による審査など、条件が厳しく、募集人員も少ないことが多い。 

 

医療・福祉系を目指す学生を対象にしたもの 
医師や看護師、社会福祉士などを目指す人を対象とした奨学金がある。基本的には「貸与型」だが、卒業後

に奨学金を運営する組織や団体などが定める条件をクリアすれば、返済が免除される（「減免型」）。具体的には、

奨学金を利用して卒業し、国家試験に合格した後で、奨学金を貸与した団体や機関、自治体などの病院や医療

機関で一定期間（医学部の「地域医療枠」は 9 年程度が多い）働くことで、返還が免除される。学費が高額に

なる私立医療系を受験する人にはありがたい制度だが、卒業後の選択肢が限定されてしまう。目先の金額では

なく、働きはじめて課される条件をじっくりと比較検討したほうがいい。 

 

日本学生支援機構の奨学金制度について 
ここからは、利用者数の多い「日本学生支援機構」について説明していく。日本学生支援機構の奨学金には、

「貸与型」の奨学金と「給付型」の奨学金がある。 

「貸与型」には、卒業するときに利子がつかない「第一種」と、利子がつく「第二種」がある。第一種・第二

種に申し込む際、家庭の収入の上限や学力の基準等が設定されており、第一種の応募条件は第二種より厳しい。 

日本学生支援機構によると、第一種の利用者が約 57万人であるのに対し、第二種は約 70万人となっている（2019

年度：大学院生、短大生、専門学校生なども含む）。 

「給付型」は、学力基準や家計基準がある。裏面に資料を掲載しているので、詳細が知りたい人は読んでみて

ほしい。給付型奨学金の対象となれば、大学・専門学校等の授業料・入学金も免除又は減額される（授業料・

入学金の免除・減額は大学等が、給付型奨学金の支給は日本学生支援機構が行う）。また、貸与奨学金と同時に

申し込むことができる。 

 

申し込み方法は？ 

①高校生または既卒生で、来春の大学進学を想定して申し込む「予約採用」と、②大学進学後すぐに申し込

む「在学採用」がある。５年生で大学進学後に奨学金を活用しようと考えている人は、早めに保護者と相談し

ておこう。６年生も、予約採用の申請ができなかったからといって、あきらめることはない。大学に合格した

ら、入学後すぐに進学先の大学で募集があるので、申し込むことができる（在学採用）。 

 予約採用の場合、「まだ進学先が決まっていないのに」「学部、学科を迷っているのに」という疑問を持つ人

もいるだろう。申し込み時に進学先が決定していなくても問題はないので、心配ご無用だ。予約採用された後、

様々な事情から辞退することになっても、ペナルティはない。 

奨学金制度の基本的な仕組み 

 

奨学金

民間の奨学金公的な奨学金

貸与型 給付型 減免型

有利子／無利子



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


